
医療におけるマルチメディア

20分の立体視負荷)に疲労と学習の両方向の過程が同時

に進行したためであろう.循環系,内分泌系の変化を併

せて考えた場合,短期的には種々の生体調節系で適応変

化が同時に進行し,またそのために生体調節系禰宜の関

係も変化する.長期的にはこれらの変化に応じて可塑的

な変化 即ち学習や環境-の適応が起こる,これらの変

化の総合が医学的評価に反映されると考えられる.現在

のところ,短期的な評価が中心であるので,さらに今後

の研究を進めることが必要である.
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司会 どうもありがとうございました.仮想現実空間

とか石井先生にお話いただく立体視などは,次世代のマ

ルチメディアを考える上でもっとも興味深い道具ですの

で,後でまとめてデイスか ブションをさせて頂きたいと

思います.なお,お知らせを申し上げますが,今日のシ

ンポジウムは伊藤忠テクノサイエンスと鈴蘭に技術協力

をお願いしてあります.特に伊藤忠テクノサイエンスに

は廊下に Ⅹ 線や MR壬の画像を表示するマルチメディ

ア装置のデモをやっていただいております.今日のシン

ポジウムは5時で終わる予定でございますが,その後30

分はどデモをやって頂いてご質問をお受けするというス

ケジュールになっています,では,続きまして石井先生,

お願いいたします.

3 ) 立 体 映 像 応 用 技 術
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1. は じ め に

両眼視差を利用した立体映像 (ステレオ映像)技術は

ステレオ作画技術 日600年代)に端を発する古い技術

である.しかし,単眼映像の広範な用途に比べて7立体

映像は娯楽観賞用以外の用途には殆ど利用されていない.

多くのシーンでは人間の豊富な経験と知識によをj単眼映

像でも空間把握が可能であり,立体映像の必要性を感 じ

ないからである.最近,医療画像や科学周可視化映像な

どで経験したことのない形状や空間構成を扱う場合,義

るいは人工現実感や遠隔操作における画像健界の中の作

業など∴正確な形状や位置関係の把握のために立体映像

の活用が期待できる用途が見られるようになってきた.

従来の娯楽用立体映像では東示される空間歪に対する

関心が滞かった,劇場などで多数の観察者を対象とする

場合,空間葦に対する対策が困軽であったことも事実で

ある.しかし,医療診断や空間操作で誤判断や誤操作を

回避するにはヲ実空間と合同な空間再現が要求される.

これらの用途では CRTのような小型表示装置で単一

観察者を対象にすることが多く,劇場用より空間歪軽減

対策を取り易いと考えられる.

本報では,医療診断や空間操作に用いる立体映像の空

間歪低減法として,視点とスクリ-ンの相対位置が変化

しても常に正しい空間表示を行う画像表示制御方式を提

案する.

2.空間歪の発生原因

適切な設定でスクリーンに表示されたステレオ映像に

対して空間が正しく見える観察位置は1個所しかない.

しかし一般にスクリーンと観察点の相対位置を一定に保

つには,覗き穴を設ける方法以外に適当な方法がない.

任意の位置で正しい立体像の観察が可能な方法の実現が

望まれる.

図 1に実空間と合同な空間表示を行う方法を示す.2

台のカメラ CL,CR を観察者の両眼間隔 d と同じ間

隔で注視点に対応した編棒角で配置して撮影し,画像商

量L,三択に画像を生成する,物体上の点 AfB,C,D

は画像面上のそれぞれ A′,B′,C',D'に映り込む.

観察時には画像面の像のカメラ視点に関する透視投影を

スクープ-ンに対して行う.点 A,B,C,D はスクリ-

ン上の A〝,B〝,C〝,D〝へ投影される.これらをカメ
ラと同じ位置に両眼 EL,ERを置いて観察すると,物

体と同じ位置にその物体の立体映像が見える.原理は簡

単であるが,----般のテレビや映画などでは映像面の像を

スクリーンへ単に拡太投影する機能しかないので,図の

ように映像面とスクリーンが平行でない場合にどのよう

な方法で A〝タB",C〝,D〝の位置に正しく投影するか
が問題である.仮に正しく投影されたとしても,EL,ER

とは異なる位置 EL',ER′で観察すると,本来の位置

とは異なる位置に歪んだ像が見えることは明らかである,

3.空間歪の除去方法

図 1のように映像面と平行な2枚の仮想スクリーン

を置くことによって,視点が EL',ER′にあっても寛

空間と合同な空間を再構成することができる.仮想スク

リーンは実体がないため,仮想スクリーン上の点 a′,

b',C′,d′を実スクリーン a〝,b〝,C〝,d〝 に対応さ

せる方法で実スクリーン上に像を生成する.仮想スクリ-

ンは視点の移動にしたがって一定の関係を保って移動す

る.仮想スクリーンは視点 EL′,ER′からの距離に応
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じて投影像が正しくスケーリングされていれば任意の距

離に置くことができる.

この空間歪除去法を実現するには,視点位置を計測 し

その位置に対応した a〝,b〝,C〝,d〝に相当する透視投

影演算を実スクリ-ンの全画素について実時間で実行す

る必要がある.

-･1.実 装

1.1 視点計測法

上記の空間歪除去法をグラフィックス ･り-クステー

ション (SG王02)上に実装した,液晶シャッタめがね

方式で立体映像を観察する.視点計測のため液晶シャッ

タめがねに正方形マ-カを取 を‖寸ける.マ-カは幅5

mm の白の縁取りのある一辺6cmの黒の正方形とした.

このマーカを CRTの上部に置いた GWS付属のカメ

ラ (02cam)で撮影 し画像中からマ-カの形状を抽

出してスクリーンに対する観察者頭部の位置 ･姿勢を求

める日,計測精度はカメラとマ-力間の距離50cmで位

置,角度の標準偏差がそれぞれ1mm 以内,1¢以内,

平均計測時間33mSが得られた.

4.2 透視投影法2)

計測された視点位置に対応した仮想スクリーン上の像

を寛スクリーン上に透視投影するために,3次元コンピュー

タグラフィックスのテクスチャマッピング機能を活用し

た.テクスチャマッピングとは,仮想の物体の表面に模

様を貼付け,そのスクリ-ン投影像を求める技術である,

仮想スクリーンを空間中の長方形の平板,表示する両眼

EL一一一CL

ER一一一CR
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の映像をテキスチャと考えて,実スクリーン上の平板の

投影懐に映像を貼 り付ける,平板の任意の大きさと傾 き

に対応した貼付けが可能である.GWSにはハ-ドウェ

アによるテクスチャマッピング処理機能があ り,1280

×1024の解像度で毎秒4回の視点位置に対応 したステ

レオ像の更新が可能であった.なお,実装 した GWS

付属のソフトウェアでは,カメラから入力したステレオ

映像をマッピングデ-夕として登録する処理に約4秒を

要するので,カメラからの映像を動画像として処理する

ことは困難であった.今後マッピングデ-夕の高速登録

処理ソフトウェアを開発する必要がある.

4.3 表示制御法

当初,眼球が頭部に固定されて一体で動くという設定

で表示制御を行ったが,表示像の位置が家宝しないとい

う現象が現れた.人間は表示空間上のlp鞍を注視しなが

ら頭部の姿勢を変更できるので,頭部の姿勢計測だけで

は視線を決定できないことに起因する.視線を計測する

方法はあるが,計測システムが大きくなり,かつ拘束感

も強くなって実用的ではない.そこで両眼焦点を結ぶ直

線の中点を原点,その直線を Ⅹ 軸,顔面上下方向を Y

鶴,視線方向を Z軸とする視点座標系を設定 し,計測

結果よりこの座標系の位置と姿勢を求める.得られた姿

勢のうち Ⅹ 軸,Y 軸まわりの回転を軽視し,常に視線

が画面中央を向いているという設定で表示する.Z軸ま

わりの回転は表示に直接反映させる.この方法で安定な

表示像が得られるようになった.
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5.空間スケーリング

上述の方法で実空間と合同な空間の再構成が可能になっ

たが,空間のスケーリングも可能である.図1において

撮影時と観察時で変更可能なパラメ-夕は左右の視点間

隔のみである.ステレオカメラの間隔 軋 観察時の両眼

間隔 d′とすれば,dp例の空間が相似比 d′用 で等

方的にスケ-リンダできる.内視鏡下のような微少空間

作業を立体視で行う場合などに有効と考えられる.

6. ま と め

ステレオカメラで撮影した立体映像の表示時の空間歪

の除去法として,観察者の両眼位置と一志の位置関係で

連動して動く仮想スケ77--ンを用いる方法を述べた.梶

影した映像を撮影時の映像面と平行な2枚の仮想スクリー

ンのテクスチャデ-夕として登録しておき,観察者視点

の実スクリ-ンとの相対位置を計測し,得られた視点に

射する透視投影像を窯スクリ-ン上に求める.視点位置
計測に正方形マ-カの画像計測を,仮想スクリーン上の

映像の透視投影処理に3Dコンピュータグラフィックス

のテクスチャマッピング機能を用いた,仮想スクリ-ン

に登録した映像に対して,毎秒4フレーム程度の速度で

画像更新ができた,現状では入力映像のテキスチャデ-

夕登録処理に4秒程度を要するので,登録処理の高速化

が必要である.
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司会 ありがとうございました.先ほど申しましたよ

うに立体表示は面白いテ-マでございますので,後程ディ

スカッションさせて頂きたいと思います,続いて吉原先

生ですが,先生のご略歴を簡単に述べさせて頂きます.

先生は,1973年に大阪大学基礎工学部合成化学科をご

卒業になられまして,1984年に宮崎医科大学の大学院

をご準業され,その後,宮崎医科大学の第2外科にお勤

めになりました.1995年には,宮崎医科大学の医療情

報部教授にご就任になっています.先生は医療情報学会

の理事等々多くの要職をおっとめになっています.ご専

門はAX知能,データベースなどですが,あまり長いご

紹介よりは先生のお話を直接お聞きした方がよろしいか

と存じます,では先生よろしくお願いいたします.
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